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研究成果の概要（和文）：日中韓の東アジアの民俗学が、もう一方の極に位置するドイツ民俗学の、市民運動的
実践との協働性や、その鍵概念である〈日常〉を、いかにして包摂できるか、各国の異なる蓄積や方法を組み合
わせることで、共創的にこれを検討した。口承研究に特化してきた中国では、生活世界や日常実践に焦点を当て
る研究に強みを発揮するのに対し、「普通の人びと」の生活財を悉皆調査で記録化する韓国では、そこに暮らし
向きを読み解く生活財生態学が盛んである。いずれ東アジアにおいても、地域分権的な市民本位の文化政策や住
民主体のガバナビリティを築く〈社会-文化〉概念の受容が、喫緊の課題となることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research considered whether the East Asian folkloristics of Japan, 
China and Korea can collaborate with the civic movement practices of German folkloristics 
(Volkskunde), as well as examine the extent to which the key concept of the everyday (Alltag) could 
be embraced. In combining the differing stores of knowledge and methods of each country, we sought 
to examine this co-creatively. Unlike China, which has specialized in research on the oral 
tradition, and has demonstrated its strength in research on the world of day-to-day life and 
practice, Korean folklorisitcs has provided exhaustive surveys of the belongings of ordinary people 
in studying their circumstances through the study of an ecology of living goods. We have shown that 
in East Asia, the acceptance of the concept of socio-culture (Soziokultur) in building a citizen 
oriented decentralized regional cultural policy and resident governance is a critical issue.

研究分野：民俗学
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１．研究開始当初の背景 
2003年に開催された第32回UNESCO総会で、
無形文化遺産の保護に関する条約（以下、ICH
条約）が採択されると、日本、中国、韓国で
は、リスト登載のための調査に、多くの民俗
学者が動員された。衰退する地方や少数民族
居住地区の地域おこしのため、ローカルな民
俗文化を審美的に価値づけ、観光資源として
流用できる「権威付けの装置」の役目を強い
られ、民俗学はその有り方を基底から揺さぶ
られ続けた。いずれその遺産ブームは衰微し
ようが、それが消え去った時、民俗学それ自
体も消滅してしまうのではないか、強い危機
感を共有化した日中韓の民俗学者が集い、相
互に様々な国際討議を始める中、誰もが注目
したのが、現代ドイツ民俗学の先端的な研究
枠組であった。東アジア民俗学の共通課題を
向けて協働したのが、本研究の背景となった。 
 
２．研究の目的 
（1）ICH 条約の成立により、その規定や制度
に平準化されることで変質の激化した東ア
ジアの民俗学が、もう一方の極に位置するド
イツ民俗学の、市民運動的実践との協働性や、
その鍵概念である〈日常〉を、いかにして包
摂できるか、日中韓で各々特性の異なる方法
や蓄積を組み合わせ、協業することで、新た
な展望を拓くことを目的とした。 
（2）観光資源化や国家ブランド化に「回収」
される傾向の強い東アジアの学的状況に対
し、ドイツをモデルに、リージョナルに分散
する市民本位の文化政策や住民主体のガバ
ナビリティを築く〈社会-文化〉概念など、
いずこの民俗学にも本来的に内在する、ソフ
ト･レジスタンス的な市民実践や生活改善と
いう〈野の学問〉的意義を再創造し、国際的
な「多文化共生」の研究協業網を構築する。 
 
３．研究の方法 
（1）ドイツ民俗学の〈日常〉概念を受容す
るため、日中韓の民俗学の理論的「地ならし」
を行う必要から、本科研研究会が実質、主催
した国際シンポジウムを合計 4 回開催した。 
（2）同様に、〈日常〉概念の導入と、日中韓
の民俗学の理論的「地ならし」を行う必要か
ら、日中韓 3カ国語同時掲載の研究雑誌『日
常と文化』を 1号～5号まで刊行した。 
（3）これらの理論的「地ならし」を普及・
促進させるため、東京大学のWEB-PARK上に、
ホームページを開設して、広報に務めた。 
（4）成城大学を拠点に同大学田中宣一名誉
教授が蒐集してきた生活改善運動に関する
資料を中心に、それを生活変化に読み解くた
めの資料に変換し、データベース化した。国
分寺市ほか市町村別に7630項目を入力した。 
（5）ドイツ民俗学の現状を摂取するため、
メンバーの多くが複数回、ドイツにおける現
地調査を重ねたほか、2016年度にはDeutsche 
Gesellschaft fuer Volkskunde / Folkolore 
Society of Japan Joint Symposium“Persp- 

ectives and Positions of Cultural and Fo- 
lklore Studies in Japan and Germany”に、
6名を派遣して、研究交流を深化させた。 
 
４．研究成果 
（1）初年度の一番の成果は、2014 年 10 月 4
日に開催した国際シンポジウム「当たり前を
問う！―日中韓・高層集合住宅の暮らし方と
その生活世界」である。東アジア 3カ国の生
活は、都市化や産業化によって平準化し、一
見、皆同じような暮らしを送っているかのよ
うに見えてしまう。だが、それはそこに暮ら
す人びとのヴァナキュラー（日常疎通的）な
生活実践の結果だといえる。人びとは日常の
暮らしの中で多様な工夫を凝らし、自分だけ
の居場所を築いている。集合住宅はまさにモ
ダンで均質な暮らしを生み出す既成の空間
であるものの、ひとつ一つの部屋には、それ
ぞれの生きられた経験が埋め込まれている。
日中韓の集合住宅を比較すると、文化ごとの
住まい方の違いも潜在するが、文化と交渉し
つつ個人の創造性が発揮されている有り様
を、ヴァナキュラーに把捉する、民俗学の特
性を生かすべきことが、改めて確認された。 
（2）2015 年度の最大の実績は、2015 年 10
月 10 日関西学院大学で行われた日本民俗学
会第 67 回年会の、国際シンポジウム「世界
のなかの民俗学」においてドイツ・ゲティン
ゲン大学からレギーナ・ベンディクス教授を
招聘し、「過去の大志と現在の必要―変容す
る政体における民俗学」（英語）の基調講演
を実現したことである。ベンディクス教授は
世界各地の民俗学の最新動向を紹介した、A 
Companion to Folklore,2012,Wiley-Blackw- 
ell の編者として著名な碩学で、聴衆が中韓
からも集まるほど、その講演は東アジア民俗
学に有益なる刺激を与えた。同シンポジウム
には米国インディアナ大学のマイケル・フォ
スター教授らも登壇したが、ベンディクス教
授は引き続き、10 月 13 日の国立民族学博物
館で開催された、国際フォーラム「文化遺産
レジーム」でも基調講演をされ、現代ドイツ
民俗学の最先端の研究が広く紹介された。 
（3）3 年目の 2016 年には、北京大学におい
て 9 月 4 日・5 日の 2 日にわたり、日中韓の
国際シンポジウム「現代社会の日常を問う―
メディアと日常」を開催し、中国においても
民俗学の日常研究の可能性を問い掛けた。焦
点はマス・メディアと携帯電話の二つに分れ
たが、聴衆は 300 名以上参集した。これと関
連して、2017 年 2 月 18 日には、理論民俗学
会との共催で、国立台中教育大学の林茂賢副
教授と新生医護管理専門学校の黄麗雲助理
教授を招聘し、「台湾民俗学の現状と可能性」
を開催した。こうした活動を通じて、東アジ
ア民俗学におけるプラットホーム作りとい
う当初目標はほぼ達成しつつあるといえる。 
（4）同じ 3年目の 2016 年 10 月 28 日・29 日
には、日本民俗学会とドイツ民俗学会の共同
事業として立ち上がった、第 1回日独研究フ



ォーラム「現代社会と民俗学」（ミュンヘン 
大学で開催）に、研究分担者 3名、連携研究 
者 1名、研究協力者 2名を派遣し、うち 3名
が口頭発表を行った。日独民俗学の学術交流
は、前科研以来の課題であり、今後は 2年置
きに両国交替で国際フォーラムを開催する
こととなった。第１回目の内容は、2018 年 3
月ドイツで Johannes Moser 編 Themen und 
Tendenzen der deutschen und japanischen 
Volkskunde im Austauschとして刊行された。 
（5）2017 年の最終年度には、総括のため、
日中韓3カ国を主体とする国際シンポジウム
「何気ない日常／変わりゆく日常―なぜ考
え、いかに把握し、どう記録するのか」を、
2017 年 7月 8日・9日の二日にわたって、成
城大学を会場に開催した。東アジア 3カ国の
ほか、ドイツからも研究者が来日し、国際色
豊かなものになった。シンポジウムは三部構
成で、第Ⅰ部を「生活」―対象／生活変化と
生活改善、第Ⅱ部を「日常」―概念／それぞ
れの受容、第Ⅲ部を「世相」―方法／変化す
る日常をどう把捉・記録するかに分けた。 
（6）このうち第Ⅰ部は、東アジアの生活改
善運動の相互比較と言えるもので、1920～30
年代にほぼ同時発生的に胚胎し、戦後それぞ
れに展開した生活改善運動/新生活運動を、
「普通の人びと」による内発的な運動とみな
し、高度経済成長の土台を築いたその運動と
戦後の日常史的な生活変化を、同質性と異質
性を視野に入れつつ相対化した。戦後それぞ
れの高度経済成長の基礎において、「普通の
人びと」がいかに日常実践していったかを基
軸に、日中韓が協調して上述の課題を主題化
したが、1920～30 年代は東アジアの各国で民
俗学が形成された時期でもあり、両者がパラ
レルな関係にあったことも浮かび上がった。 
（7）東アジア各国の〈日常〉概念は、ドイ
ツ民俗学の影響があるものの、各国民俗学の
動向を反映し、一律に理解できないことが露
わになった。特に中国民俗学における日常は、
ミシェル・ド・セルトー流の日常実践を方法
的に摂取しているが、中国問題と呼ばれる社
会主義で一党独裁の中での文化的実践であ
ることに注意する必要がある。一方、韓国の
日常研究は、物質文化研究を中核としたサル
リムサリ（暮らし向き）研究＝生活財生態学
が一つの特徴であることが明確になった。 
（8）以上のような日中韓の共創によって、
明らかになったのは、ドイツ民俗学における
市民運動的実践や、その鍵概念である〈日常〉
を受容するプロセスにおいて、それぞれの学
史的な研究蓄積の相違によって、同じ日常研
究でも日中韓の民俗学では相互に異質な特
徴を有していることであった。説話研究に特
化して発展してきた中国では、生活世界研究
に厚い蓄積があるとともに、アーヴィン・ゴ
フマンやセルトー的な日常実践に焦点を当
てるのに対し、韓国では当たり前の現代の日
常を、モノの記録集積から「普通の人びと」
の生き方を捉える暮らし向き研究に特筆す

べき実績があることがわかった。セルトー的
日常を即時的日常と呼ぶなら、日本のそれは
タイムスパンの長い、柳田國男流の世相史的
日常と呼べる、生活文化の体系的変化をプロ
セスとして捉える点に研究の強みを持って
いる。一方、〈社会-文化〉という概念や思想、
社会システムは、未だ受容の基盤が整ってお
らず、今後の課題として、これらを創発的に
活かし合う日中韓の協業が求められよう。 
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